
東近江市では、市民参加や協働によるま

ちづくりを総合的・計画的に推進するため

に必要なルール（協働のまちづくり条例）、

仕組みや施策（市民協働推進計画）につい

て市民参加で検討することを目的に、市民 

協働推進委員会を開催しています。 

２月２２日（金）開催の第７回委員会

では、協働の現状・課題の中で、前回時間

の都合で議論に入れなかった分野につい

て話し合いました。 
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まちづくり協働課

「活動拠点の整備」  
「団体基盤の強化」 
「活動の環境づくり」 について

・予算の問題などもあるが市民センター

というものに対するイメージや機能

をしっかりと議論できていないので

はないか 

・コミュニティセンターの下に地域での

小さな拠点をたくさんつくっていく

ことも必要 

・情報の共有化、中心と 

なる活動拠点をつくる 

必要がある 

「財政的支援、資金の確保」 

「人材・担い手の育成」 について 

今回の委員会でさらに出た意見 

これまでに出た主な現状・課題 

・活動資金不足 

・補助金的な支援が多くいる 

・新興住宅では新しいコミュニティーが

できる可能性が大きいが、リーダー不

足 

・市民団体、まち協等の担い手不足 

・「自分がまちをつくっていく」という

人材が不足 

・（市全体として）市民が交流するセン

ターがない 

・まちづくり協議会の活動が活発 

・NPOの活動が活発 

・組織のつながりや連 

絡の強化が必要 

・活動内容のアピール 

不足 

これまでに出た主な現状・課題 

・東近江市でも共感する人たちから寄 

附を募るという取り組みが始まって

いる 

・長年住んでいる人は、これ以上何が 

必要か分からないという感覚の人も

多い 

・高齢者の方も多くなっていく中で、い

ろいろなキャリアを持つ人たちの力

を生かせる場をどうつくるかが課題 

・協働をきちんと理解しているコーディ

ネーターの育成が必要 

今回の委員会でさらに出た意見 
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「参加の仕組みづくり」 「協働の

仕組みづくり」  について 

・地域を良くするには、そこに住んでい

る人が参画していくことが必要 

・市民と一緒に施策を展開するとか、市

民発で行政と一緒に進めていくよう

な協働があってもいい 

・市民が税金を払って行政がサービスを

するという感覚があるが、その考え方

を変えて、市民が自分でなんとかしな

ければならない、みんなでやろうとい

った気運を起こしていく必要がある 

・行政は本当は困っているのに、それを

言いづらいという環境を変えていか

ないと、本当に市民に必要な情報は出

てこないと思う 

「推進体制の整備」 「市の組織

体制の整備」 について 

・「私にはできません」や「やってくだ

さい」と行政が弱みを見せられるよう

な相互の関係性も重要 

・顔が見えるところでの信頼関係をつく

ることが大切。そ 

のためには、接点 

を多く作っていか 

なければならない 

・予算や資源の配分 

などの話を、今まで市民の見えないと

ころでやってきたところにも問題が

ある。それらは、議会が市民に対して

発信をしていかなければいけない

今回の委員会でさらに出た意見 今回の委員会でさらに出た意見 

今回の委員会では、少し抽象度が高い議論となりましたが、東近江市に

とって重要な議論となりました。次回は、前回と今回で話し合った内容に対して、現実的に

動かしていくためには、どういう道筋が考えられるかを施策、アクションプラン的に考えて

いくような議論を行います。 

次回について 

・市の施策・事業は市民の声をベースに

することが大切 

・行政が持ちかけるより、相談があれば

すぐに対応できる体制づくりが必要 

・行政の中での連携不足も見られる 

・各部署の連携ができれば 

かなり強みになる 

・行政サービスについて失敗 

ができない 

・元気な職員がいる

これまでに出た主な現状・課題 

・イベントへの参加率が低い。年代層が

偏る 

・参画する方法がわから 

ない 

・何かをしたいと思った 

ときに、行政の窓口が 

わからない 

・行政の施策、事業に対する協働メニュ

ーが明確でない 

これまでに出た主な現状・課題 


